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中学校との学びのつながりがもてる小学校外国語活動の授業づくり
一山形県における外国語活動の現状と課題からー
学習開発コース (1322ω07) 佐藤静香
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及t期究の背景
平成20(2008)年3月の学習指導要領改訂により
全国の公立小学校に外国語活動が新設され，平成
23(2011)年度から第5学年及び第6学年で年間35
単位時間の小学校外国語活動(以下，外国語活動)
が全面実施された。小学校に外国語活動が新設さ
れたことにより，特に「闘くことj，i話すこと」
といった音声面を中心として外国語を用いたコミ
ュニケーション能力の素地が育成されることとな
った。このことを踏まえ，中学校では小学校で育
まれた素地の上に「読むことj. i書くこと」を加
え，中・高等学校で4技能をバランスよく育成す
ることが求められている。さらに，小・中・高等
学校を通じて，積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度の育成も求められている。これら
のことは，今まで以上に英語教育の分野で学校聞
の連携が重要となることを意味している。
山形県では英語教育をどのように位置づけて
いるれ第5次山形県教育振興計画(2∞4)では，
英語教育を時代にふさわしい能力を身につけるこ
とに位置づけ，小学校第5学年及び第6学年で外
国語活動を実施するとした。その成果と課題から，
第6次山形県教育振興計画策定の主な視点として，
国際理解に関する学習の推進と小・中・高等学校
8年間を見越した外国語活動・英語教育の推進が
挙げられ，山形県でもさらなる英語教育の充実に
向けての体制構築が図られている。このことから
も，学校聞の連携がより一層重要になると言える。
一方で. i第 2回小学校英語に関する基本調査
(教員調査)j 白血闘e教育研究開発センター，
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2010)では，中学校との接続・連携を十分である
としていない学校が8割以上もあるという結果で
あった。また，外国語指導に関して，小学校の学
級担任の 68.1%が自信がないことや 62.1%が負担
を感じていることが明らかとなった。英語教育に
おける小中連携は意識されているものの課題があ
り，小学校の学級担任の多くが外国語の指導に自
信のなさや負担を抱えているという，全面実施を
前に不安が残る結果となっている。外国語活動の
全面実施から3年目を迎えた平成26(2014)年度現
在，外国語活動はどのように変化したのだろう泊、
筆者はこれまで，英語教育における小中連携の
研究を，外国語活動の授業づくりの視点から進め
てきた。その結果，外国語活動の授業づくりを行
うにあたり，任滞賄市聞の共通理解，②音声指導の
充実と教具の積極的な活用，③小学校と中学校が
連携したカリキュラムの作成の3つが重要である
ことを確認した。一方で，中学校との学びのつな
がりを考えた外国語活動の授業を構想することが
課題として残った。
(2)研究の目的
本研究の目的は，これまでの研究課題を踏まえ，
英語教育における効果的な小中連携を図るために，
中学校との学びのつながりがもてる外国語活動の
授業を構想することである。
(3)研究の方法
①先行研究の検討
②アンケート調査の実施
③耕龍専門実習Eでの授業実践
④アンケート調査及び実蹴受業の分析・考察
⑤授業構想
2 先行研究の検討
(1)小中i藍携
文書師ヰ学省(2012)は小中連携を，小・中学校が
互いに情報交換・交流することを通じ，小学校教
育から中学校教育への円滑な接続を目指す様々な
教育であると捉えている。また，置山(2010)は，
教員にとってではなく児童・生徒にとって小中連
携が必要であり，生徒が「小学校でやったことが
役に立っている」と感じることだと述べている。
このことから，小学校左中学校の連携とは，連
続した子どもの学びを支えるために行う様々な取
り組みのことであり，小学校と中学校の学びのつ
ながりを指していると言える。
(2)山形県の外国語活動
渡遁(2012)は，平成21(2009)年 12月に県内の
小学校高学情旦当郡市と中学校英語科耕市，合わ
せて72名を対象に「英語教育における小中連携の
可能性を探るためのアンケート調査」を実施した。
連携に関する項目及びその結果は表 1，表2の通
りである。
表1.小学校耕市の回答
不安ヰ喚担の -自分自身の英語力と指導力
内容 -事前の準備時間を確保できるか
-ALTの確保ができるか
-45分間の進め方
-評価の行い方と言識の手間
-35時間きちんと行えるか
-小学校への取り組みを中学校ではどう受け止め
ている治効1わからない
-中学校で英語に接した時の蕩輔さがなくなる
-英語ノートの内容カ切Pない
中学俊英語科 -外国語活動と中学俊英語の目的の遣いを理解し
教師への期待 てほしい
-小学伎で授業をしてほしい
-ALTをもっと事硲宣してほしい
-中学校から見てd吋喰でどのようなことを行え
ばいし、治教えてほしい
-小学校での指導を生かした指導をしてほしい
連携の方策 -それぞれm目的地建うことを理解する揚を設け
る
-情報交換のための話し合い
-お互いの授業を参観する
-中学校教師が小学校で授業をする
-中学校の教科書割、今曜に置く
-小中連携したカリキュラムの作成
-中学校までに覚えてほしいことのリストを作る
-中学校のカりキュラムを知ること
-教師同士の交流
-中学校の教師とのTT
表2.中学校耕市の回答
学区内の岬|銀について知っている
校の指導方法 |l部の学校を知っている
や内容理解 i全く知らない
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小今笥砂本国語 -ローマ字学習の徹底
活動可乃期待 -英語に親しむ活動をしてほしい
-外国語を話すことを楽しし、と感じる活動をして
ほしし、
-英語学習のきっかけ作り
-あいさつや文化習慣の違いに気付くような活動
-外国語だけでなく日本語にもカを入れてほしい
-普段無意識に使っている英語に気付くような活
動
-教え込みすぎず，気軽に取り組んでほしい
-英語そのものとそれによって聞ける世界に関心
を持ってほしい
-たくさん聞き，たくさλ足音すこと
-アルファベットの習得
連機の方策 -授業研究会"'-f!.漕加
-札Tの交流
-それぞれmねらいを確認する
-定期的な情報受換の場の設定
-お互いの授業参観
-使用した単語リストの作成
この結果から，両者がそれぞれの目的を理解す
ることの必要性を感じていると言える。目的を理
解するためには理解する場や情報交換の場を設定
することが必要であるという両者の『連携の方策」
が一致している。小学校教師は，中学校までに覚
えてほしいことのリストや中学校の教科書など，
中学校とつながるための手がかりとなるものを求
めている。中学校英語科輔副こは小学校での指導
を生かした指導を期待している。一方で，小学校
教師自身の英語カキ棺導法について不安を感じて
いる。中学校教師は，小学校段階では外国語に親
しむことを望んでおり，使用した単語リストから
小学校とつながろうとしている。しかし， i学区内
の小学校の指導方法や内容理解」を学校内の小学
校全校について知っている朝市は8.3'覧であり，半
数以上が全く知らないという実態がある。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)アンケート調査
①調査概要
山形県内の外国語活動の現状や課題を知るため
には，実際の教育現場で聾筋している耕市にアン
ケート調査を行うことが有効であると考えた。そ
こで， i第2回小学校英語に関する基本調査(教員
調査う」但田園田教育研究開発センター， 201ωを
踏まえ， 2014年9月から 10月にかけて県内の小
学校第5学年及び第6学年の学級担任を対象にア
ンケート調査を実施した。質問内容は，外国語活
動の指導，児童の様子，小中連携についてである。
質問は全17問で，解容は選択式が 16問，自由記
述が 1問である。 38枝 134名から回答を得た。
@澗査結果
先行研究と本アンケート調査の結果を比較し，
県内の外国語活動の現状と課題を探る。アンケー
ト調査の結果は表 3""'表6の通りである。なお，
表内の数値はすべて糠記のものとする。
表3.第1部:外国語活動の指導に関して
質問 巨陪 山形 全国
Q1.あなたの学級 学級担任 86.5 97.2 
ではどなたが外国 専科教員 12.8 4.0 
語活動を行ってい 中学校や高校の英語教師 0.8 3. 7 
ます'7.1¥ 日本人ボランアイア 3.0 9. 1 
(複謝酉答可〉 ALT 64. 7 93.0 
その他 1.5 1.6 
Q2 あなたはW/J学 よく知っている 3.8 14.9 
校学習指導要領解 知っている 57.6 65.3 
税外国語括蝦編』
あまり知らない 37. 1 18.3 の目標や内容を知
っています由、 全く知らない 1.5 1.5 
ω.あなたは既 よく使用している 77.5 
P初曲!l・2を使用 使用している 14.7 
して外国語活動を あまり使用していない 5.4 
行っています治元 全く使用していない 2.3 
Q4.あなたは今年 Hi，fi初訪11 全て 98.4 
度，1瓦F旬曲11・2 正弘斤旬時11 一部 1.5 
でどの I届但を扱
Hi，fi秘曲12 全て 98.3 う予定ですれ
偶蹄個答可〉 Hi，fi旬曲12 一部 1.6 
Q5.あなたは外国 コミュニケーションの楽し
94.8 96.2 語活動においてど さを体験さること
のような指導を心 外国語に慣れ親しませるこ
88.8 94.3 がけています]j¥ と
(複数回答可) 言語の豊かさや犬切さに気
16.4 48.4 
づかせること
異文化への理解を深めるこ
53.7 飽.2
と
多様なものの見方建考え方
8.2 43.9 に気づかせること
語葉を増やすこと 7.5 34.5 
基本的な表現を身につけさ
32. 1 54.2 
せること
他激科の内容をつなげるこ
O. 7 16.0 
と
その他 0.7 
0.あなたの学級 英語のあいさつ 90.3 98. 7 
の外国語活動で，次 英語の歌やチャンツ 94.8 91. 9 
のような活動が行 グーム 95.5 98.5 
われています泊五 クイズ 68.7 72.3 
(複数回答可〕 読み聞かせ 4.5 15.0 
インタピュー 37.3 50.2 
鳳}やロー ノレプレイ 16.4 29.8 
発膏練習 70. 1 82.9 
会話練習 63.4 87.7 
スピーチ・発表 15.7 32.2 
英語の文字や文を読むこと 17.9 29.9 
英語の文字や文を書くこと 5.2 16.5 
外国の習慣，考え方，文化
49.3 伺.8
の紹介
外国人に対して日本の文化
2.2 18.8 
キ生活を伝える活動
日本にいる外国人仏LTを除
19.4 37.0 
く)との直強的な交流
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外国にいる人とのインター 。1.5 
ネットを通じた交流
Il.あなたは外国 とても自信がある 。1.6 
古書活動を指導する 自信がある 14.4 30.1 
ことに自信があり あまり自信がない 75.0 56.1 
ます"7.1¥ 全く自信がない 10.6 12.0 
Q8.あなたは外国 とても感じている 10. 7 16.8 
語活動に負担を感 感じている 39. 7 45.3 
じています功、 あまり感じていない 42. 7 32.9 
全く感じていない 6.9 4.3 
0. Q8で「とても 英語力 34. 1 
感じているJ，r.感じ 発音 14.8 
ている」と巨躍した 教材研現 19.3 
方は，外国語活動の
指導法 17.0 どこに負担を感じ
ています功、 ALT 11.4 
(自白書白色 評価 3.4 
表4.外国語活動の指導体制の分析
学級担任のみ 24.8 学担・その他 0.8 
専調教員のみ 5.3 専科'ALT 3.8 
ボプンティアのみ 0.8 学担・専科'ALT 1.5 
ALTのみ 3.8 学担'ALT・その他 0.8 
学担・専科 2.3 学担・ボラ・ALT 0.8 
学担・ボラ 1.5 学担・中高英語劇雨・
0.8 
学担・ALT 53.4 位T
Ql :学級担任の約9割が外国語活動を指導して
いる。全国と比較すると山形県は，学級担任の関
わりが 1割程低い。 ALTの外国語活動への関わり
は64.市で全国よりも 3割程低い。一方で，専科
教員は12.部と全国よりも1割程高くなっている。
指導体制(表 4)を分析すると，外国語活動で理想
とされている学級担任とALTによるTTでの指導は
53.蛸で，学級担任のみでの指導は 24.邸である。
しかし， 1割の学級担任は指導に関わっていない。
Q2 :学習指導要領の目標や内容をよく知ってい
ると回答した教師は3.邸と非常に少ない。知って
いると回答した耕市も含めた学習指導要領の瑚平
度は61.4%に留まっている。約4割は学習指導要
領を理解しないまま教壇に立っていることになる。
Q3・Q4:9割以上がH(ft加ゆ!l・2(東京書籍，
2012)を使用している。第 6 学年の授業で H~
P抑uJs!1 を，第 5 学年の授業でH~fi加uJs!2 を扱
っている耕市もいる。必要だと判断したLessonの
み扱う教師もいるが，H~fi加覧会!1・ 2 のほぼ全て
の内容が扱われている。
Q5 :外国語活動の内容では，コミュニケーショ
ンの楽しさを体験させることや外国語に慣れ親し
ませることを約9割の耕市が心がけている。一方
で，言語の豊かさや大切さに気づかせること，多
様なものの見方や考え方に気づかせること，他教
科の内容とつなげることはあまり意識されておら
ず，外国語活動の内容の指導上で差が見られた。
他教科の内容とつなげることを心均三けている耕市
は1拡に満たず，加えて外国語活動の内容の全項目
を心がけて指導している教師はいなかった。この
他，異文化への理解を深めることに関しては，学
級担任のみでの指導よりもALTとのTT指導による
取り組みゃすさが明らかになっている。
00:外国語活動の活動内容は，英語のあいさつ，
歌・チャンツ，ゲームそれぞれが9割を越えてい
る。英文の読み書きといった文手指導は，読むこ
とが 17.9札書くことが5.却である。「読み聞かせ」
や「外国人に対して日本の文化や生活を伝える活
動」は部に満たな11¥
Q7 :外国語活動の指導に自信があると答えた教
師は 14.4%と非常に少なし冶とても自信があると
答えた樹市はおらず，自信がない郡市が 85.6'舵
占めている。この他，英語の教員免許を持ってい
る教師の約8割は指導に自信がないことが明らか
になっている。自信がないまま指導している耕曜
が圧倒的に多しも
Q8・ω:約半数の樹市が指導に負担を感じてい
る。負担を感じている教師の多くは，英語力や発
音といった，英語の技術面にあたる部分に負担を
感じている。この他， r外国語力が無いのに，子ど
もに教えることなどできない」という自由在地か
ら負担を感じていることがうかがえる。
表5.第2部:児童の様子に関して
質問 恒階 山形 全国
Q10.あなたの学 ほとんどいない 0.8 O. 1 
校には，外国語活 1~2割 4.0 3. 1 
動が好きな児童
3-4嘗l 9.5 9.9 は何割くらいい
ると恩いますカ弘 5へ-6容l 25.4 26.3 
7~8容l 45.2 46.1 
少、-10割 15. 1 13.4 
Q11.子どもたち 英語のあいさつ 28.4 
はどのような活 英語の歌やチャンツ 70.9 
動が好きだと思 ゲーム 97.8 
いますっ6元 クイズ 64.2 
備轍位陣可ヲ 読み聞かせ 2.2 
インタピュー 14.9 
民自lやロールプレイ 6. 7 
発音練習 9. 7 
会軍撤習 11. 2 
スピーチ・発表 1.5 
英語の文字や文を読むこと O. 7 
英語の文芳中文を書くこと O. 7 
外国の習t民考え方，文化の
23. 1 府ト
外国人に対して日本の文化 O. 7 
キ生活を伝える活動
日本にいる外国人仏LTを除
16.4 く)との直韮的な交流
83 
外国にいる人とのインター 2.2 
ネットを通じた交流
Q12.子どもたち 聞く活動 48.5 
はどのような括 話す活動 91. 8 
動に意欲を示す
読む活動 8.2 と思いますか。
(複劉噂明 書く活動 6.0 
Q13.外国語活動 外国語に慣れ親しんできた 82.8 92.9 
を行うことで，子 外国語や異文化への関心が
46.3 74.3 どもたちに変化 憎した
はありました泊、 日常的に(挨拶など)英語を 18.7 46.5 (複劉耳答可7 仮出うとしている
英語の発音がよくなった 22.4 ω4 
商業が構えた 14.9 
外国人に対して物怖じしな
44.0 84.4 くなった
学級の子どもたちの仲がよ
8.2 39. 1 くなった
他教科でも積極的に活動す 2.2 25.2 
るようになった
ものの見方や考え方が多様
O. 7 25.2 になった
QI0 :平均すると外国語活動が好きな児童は6"-'
7割である。一方で，外国語活動が好きな児童が
「ほとんどいないJ学級と il....2割」の学級を合
わせると4.部あり，全国と比較すると高し激値と
なっている。この他，学習指導要領に沿って授業
を行っている教師や自信をもって授業をしている
教師の学級の方が，外国語活動の好きな児童が多
いことが明らかになっている。
Qll • Q12 :児童が好きだと思う活動は，ゲーム
が 97.8怖で一番高い。次いで英語の歌・チャンツ
やクイズとなっている。英語の文字や文の読み書
きはO.7%である。児童の意欲は脅す活動が91.邸
で一番高11¥読む活動，書く活動は 10併に満たな
い。児童は聞く活動，話す活動といった音声面の
活動に興味を示しており，読む活動，書く活動に
はあまり意欲を示していない。
Q13 :全項目で児童に変化が見られている。外
国語への慣れ親しみに関しては， 8割の輔雨が良
い変化を感じている。また， r学級の子どもたちの
仲がよくなった」という良好な学級経営に繋がる
一面も見られている。
表6.第3部:小中連携に関して
質問 回答 山形 封~
QI4.あなたの学
校の外国語活動
ょくできている 0.8 
と中学校との英 できている 16.0 
語教育に関して あまりできていない 63.4 
連携ができてい
ると思いますか. 全くできていない 19.8 
Q15.小中連携に 児童の進学する中学校の英
関してどのよう 語教育について情報を集め 9.0 24.2 
な取り組みを行 る
っていますか。 英語の授業を貝浮しあう 20.1 22.4 
(複劉亘答可3 小学校で外国語活動を担当
する教師と中学校の突語教 9.0 30.3 
師とで集まる機会がある
1.51 9.4 
11.2 1 10.0 
16.9 
??????
6.0143.7 
っていますか。
(複数回答可7 6.7121.2 
49.4 
37.8 
Q14・Q15:小中連携ができている学校は 16.邸
あり，できていない学校が 83.舗を占めている。
全体の 44.舗の学校は交流しておらず，約半数の
学校で小中連携に関する取り組みが行われていな
い現状がある。小中連携を行っている学校ではB
英語の授業を見学したり，中学校輔市が外国語活
動を担当したりすることが主流となっている。ま
た，小学校と中学校で同じALTを通じて交流した
り，中学校入学前に英語の体験授業を行ったり，
工夫して小中連携に取り組んでいる学校がある。
この他，小中連携に関して学校内で共有されてお
らず，輔市問で小中連携のとらえ方が違う学校が
l舗あることが明らかになっている。
Q16・Q17・小小連携ができている学校はl割に
過ぎず，できてし、ない学校が9曾jを占めている。
ょくできていると回答した騨帽はいない。小中連
携よりも小小連携の方ができていないという現状
がある。交流していない学校は 61.2時ある。小小
連携の現想とされている， r同地区内の小学校で指
導する内容やレベルをそろえているJ学校は4園脱
に留まっている。
(2)教職専門実習Eにおける実践
CDJ:受業概要
教織専門実習Eにおいて， iU形市内Y小学校第
6学年で外国語活動の授業を行った。題材は E茂蕊
ρ加蜘g幼必“fリ2のLe描佃8'‘切hatd必oyo叫，uw加醐t加be?
るo この題材では，‘'whatdo戸uw副知001"，や‘I
wa且.ttobe'""'."という表現を使い，将来どのような
職業に就きたいか尋ねたり答えたりする活動や'，2
年間の外国語活動のまとめとして将来どんな精機
に就きたいか発表する「夢宣言Jという活動が設
定されている。学級担任は「夢宣言」の発表の場
として学習発表会を設定した。全2時間扱いとし，
1時間目に筆者地主授業を行い，2時間目は学級担任
が授業を行った。本研究では，筆者が担当した 1
時間自の授業及。寝業計画について取り上げる。
中学校英語科では，NEW HORlZりW Engli.sh 
G加古e3C東京書籍， 2012) fM;吐固十3なりたい職
業Jで将来なりたい職業について扱われている。
この単元では， 5文以上の英文で自分のなりたい
職業について書いて発表すること，友達の発表を
聞いて質問したり話し合ったりすること，世界の
友達がなりたい職業について知ることが目標とし
て設定されている。何になりたし、かを述べる際に
は，‘宜W醐句bea sci田也8t."のように外国語活動と
同じ表現が使われている。単語では泊港町臨制leT，
鵬 C町play町が小学校と中学校で共通して扱われ
ている。
本時の授業では，本単元で扱われている 16種
類の職業，児童のなりたい職業，児童の学習負担，
中学校との単語のつながりを考慮して，刷出
player， singer， prir出血血鼠匂石田皿田監担，s出E町player，
d田知，明L田風聞，k，t国cherの10個の単語を扱う
ことにした。なお，児童のなりたい職業について
事前にアンケートを行った。
針旨導過程
本時の目標は， CI瀦操の言い方，将来どのよう
な職業に就きたいか尋ねたり答えたりする表現に
慣れ親しむことができる，②日本語と英語の職業
の言い方や音の漣いに気づくことができる，であ
る。指導過程は以下の通りであるα
a)ベア活動
b)絵カードを用いた導入
c)キーワードゲーム
d) f夢宣言Jの表現“'Iw加 ltto be...." 
e)インタビュー
a)授業の始めにベア活動を行う。既習単元の
H~戸田ds!l の L届阻5 と同四9 の学習プリント
を用い，ベアでTシャツやパフェを作るo既習事
項のwbatやIike，色や数を確認する。このベア
活動は学級担任の方針で毎時間取り組んでし、る。
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b)導入では，有名人の写真を見せながら“Whois
he 71‘明hぬhisjob?"と質問しながら，その有名
人がどんな職業に就いているかを考えさせる。そ
の後，本時に扱う職業の絵カードを黒板に貼り，
それを見ながら単語を繰り返し，英語と日本語の
職業の言い方の違いに気づかせる。
c)楽しみながら職業の言い方に親しむために
キーワードゲームを行う。キーワードを lつ設定
し，耕市の後に続いて手拍子をしながら単語を繰
り返し，教師がキーワードを言ったら，消しゴム
を取るというゲームである。
d)自分のなりたい職業の言い方を学習する。教
師がなりたい職業を「夢宣言」として児童に発表
し，守wantめbe'""."という表現に初めて触れる。
耕市のモデル文を聞いた後，職業にあたる部分を
絵カードの職業から自分のなりたい職業に置き換
え，繰り返しながら表現に親しむ。その後，相手
のなりたい職業を尋ねる“Whatdo you w:血tωbe?"
という質問の仕方を，クラス全体とベアでのやり
取りを通して学習する。
e)本時に学習した表現を用いて，クラスの仲間
になりたい職業についてのインタビューを行う。
学習プリントを配布し，誰と交流したか，相手の
なりたい職業は何かを記入できるようにする。
4 考察
(1)アンケー ト調査から
①学級担任の外国語活動への関わり
Qlでは学級担任の約9割が外国語活動を指導し
ているが，残りの約l割は学級担任が指導に関わ
っていないことが明らかになった。『小学校学習指
導要領解説外国語活動編~ (文部科学省， 2∞8) 
には， r指導計画の作成ヰ授業の実施については，
学級担任の耕市文は外国語活動を担当する教師が
行うこととし，授業の実施に当たっては，ネイテ
ィプ・スビーカーの活用に努めるとともに，地域
の実態に応じて，外国語に埴能な地域の人々の協
力を得るなど，指導体制の充実すること。」と述べ
られている。さらに， r外国語活動においても学級
担任の郡市の存在は欠かせない。」と記されている。
外国語活動では，児童の興味・関心のあることか
ら進んでコミュニケーションを図ろうとする態度
を養い，初めて出会う外国語という言語への不安
を取り除き，新しいものに挑戦する気持ちゃ失敗
を恐れない雰囲気を作り出すためには，児童理解
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や高まり合う学習集団作りが求められている。児
童理解や学習集団作りに長けているのは，児童の
一番近くにいる学総担任である。このことから，
小学校段階では学級担任が外国語活動を指導する
ことに意味があると言える。現状のままではなく，
学級担任が授業に関わるような体制作りが必要で
ある。学級担任が少しでも指導に関わることが最
優先課題だと考える。しかし，学級担任には指導
の限界キ負担もある。学習指導要領で述べられて
いるように，学級担任~ ALTによるTIでの指導や
外国語に堪能な地域の人々の協力を得るなど，指
導の充実も同時に視野に入れなければならない。
学校長をはじめ，教職員の理解・協力が不可欠で
あると考える。
②学習指導要領の主旨・内容の瑚平
Q2では学習指導要領の目標や内容の理解度は6
割に過ぎず，残りの約4割は学習指導要領を理解
していないことが明らかになった。この他，学習
指導要領の理解が耕市の指導への自信につながっ
ていることや，学習指導要領の理解度が高い都市
と外国語活動の指導に自信のある耕市が担任する
学級の方が，外国語活動が好きな児童の割合が多
いことが明らかl乙なっている。このことから，教
師が自信をもって指導することで楽しい外国語活
動につながると考えられる。学習指導要領の瑚草
は耕市だけでなく，児童のためにも必要不可欠な
のである。しかし，学級担任にとって学習指導要
領の十分な理解・把握は負担が大きい。学級担任だ
けが研究をするのではなく，学校全体で理解を共
有できるように，校内研修に力をいれることが重
要であると考える。学習指導要領を理解するため
には，先行研究でも述べられているように，研修
等を充実させて内容を理解する場を設定する必要
がある。その際，英語の教員免許を持っている教
師冬サト部研修を経験してきた教師が先頭に立って
外国語活動を牽引していく必要があると考える。
③学校聞の連携
小学校と中学校及び小学校同士の連携ができて
いるとは言えない現状がある。では，なぜ小中連
携が必要なの泊、『小学校学習指導要領解説外国
語活動編~ (苅倒学省， 2008)では，中・高等学
校等における外国語科の学習につながるコミュニ
ケーション能力を支える素地をつくり，中学校に
おける外国語科への円滑な移行を図る観財当ら，
目標を通して中学校との連携を図っている。一方，
『中学校学習指導要領解説外国語編i~ (対日科学
省， 2008)では， i小学校における外国語活動を通
じて培われた一定の素地を踏まえながら，中学校
における外国語教育への円滑な接続が実施できる
ように配慮する必要がある。そのため，地域の小
学校における外国語活動の指導において，どの程
度の素地が養われているかを十分に把握するとと
もに，扱われている単語守安現などについてもき
め細かく把握した上で，特に第l学年の指導計画
の作成の参考にすることが大切である。」と述べら
れている。つまり小中連携は，外国語活動での学
びを断ち切らずに中学校の英語教育へとつなげて
いくために必要なのである。そのためには，小学
校と中学校の朝市同士が，お互いの指導や児童の
実態を共有することが求められる。また，児童の
実態の把握や共有のためには，児童理解のある小
学校の学級担任の存在が欠かせない。
以上のことから，外国語活動では学級担任が主
として指導をすることが重要であると言える。そ
の指導を支えるためには，学習指導要領を理解す
ることが欠かせない。学級担任が指導に関わるこ
とで，小学校と中学校及び小学校同士で指導内容
や児童の実態を共有することができ，学びのつな
がりがもてるようになるのではないだろうか。
(2)教育専門実習Eにおける実践から
①毎時間の積み重ね
授業の始めに行うベア活動に注目したい。学級
担任はWhatの学習プりントを用いたベア活動を
毎時間行い，既習事項を確認している。児童は慣
れた様子で，‘明hat∞，lordo y'ω出e?".や明hatdo
you w組。"と質問し，ベアでやり取りをしながら
Tー シャツやパフェを完成させていた。児童にwhat
を用いて質問するとしっかりと whatが聞き取れ
ていた。Hゆiends!1-2では，全17Lessonのうち，
8つのLessonでwhatが扱われている。児童は毎
時間同じ表現に触れ，表現を積み重ねることで，
自信をもってベア活動に取り組んでいた。児童の
姿から，これが「慣れ親しむ」と確信する。
②学びを想週させるような発問射T動
「夢宣言』で用いる‘τw凶 ω'be~."は児童がす
でに学習している単語を使った表現である。そこ
で，教師が「夢宣言」のモデル文を示す前に， iみ
んなが今まで習った英語を使って『夢宣言』をす
ることができます。先生が『夢宣言』してみるの
で，どんな単語が使われているか聞き取ってみま
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しょう。」と，これまでの学びを思い出すために，
教師のモデル文を聞き取るためのヒントを与えた。
「どんな単語が聞き取れましたか。」と質問すると，
1， want， beなどの単語を聞き取ることができた。漠
然と英文を聞き取らせるのではなく，既習事項と
絡めたことや聞き取るポイントを与えたことで児
童は理解できたと考えられる。
以上のことから，外国語活動でi立小学校の学習
でも学びを断ち切らずに学びをつなげることが重
要であると考える。児童にこれまでの学習が役に
立ったという学びの実感をもたせることで，学習
の理解がさらに深まると考える。外国語活動だけ
ではなく小学校の他教科との学びのつながりをも
たせることで，他教科での成果を生かすことがで
きる。学びをつなげるためには，既習事項を確認
したり，学びを思い出させるように教師の発問や
行動を工夫したりすることが必要であると考える。
(3)外国語活動の授業構想案
q渡業概要
小学校と中学校との学びのつながりがもてる
外国語活動の授業を構想する。麟批Hi，fi均時!1
Lesson7とし，‘'What's也:is?"という表現を扱う。
渡遁(2012)の先行研究では，使用した単語リス
ト，中学校までに覚えてほしいことのリスト，教
科書が「連携の方策」として挙げられていた。そ
こで筆者は，小学校のHi，fi如覧会!1Le鈎岨7‘明hat's
也:is?"と，中学校のNEWHORlZON English白 urse
l(東京書籍， 2012) U世t4阿 t1i楽しい昼休み」の
教科書分析を行った。
Hi，fi加uJs!1 Les回n7では，‘明hat's也:is?"やτ:t's
，...."という表現を使い，ある物についてそれが何
かを尋ねたり答えたりする活動が設定されている。
既にwhatという単語は出てきているが，‘'wha白
血鼠?'を使つである物が何かを尋ねることは初め
てである。活動例として，ポインティングゲーム，
シルエットクイズ，漢字クイズ，スリーヒントク
イズ，パズルクイズが挙げられている。
NEW HORlZON Eng/ish C切use1U世t4戸rt1では，
展示品の折り紙を紹介する場面で‘明hat's出s?"と
いう表現が扱われている。との単元では， what 
は「何」と物を尋ねるときに使い，文の最初にく
ることを基本文として扱っている。基本練習とし
て，シルエットクイズ，物の一部を拡大した写真
を見て英文を聞き取るリスニング，絵の一昔Eを隠
しながらの対話練習が挙げられている。
小学校と中学校で共通している単語は，自由，
m旬以>ok，piano， b凶，∞p，曲閃Sの6つである。活動
内容は，物の一部を拡大した写真を見て何である
か考える活動，シルエットクイズが共通している。
小学校と中学校で共通している単語や活動を
外国語活動の授業に取り入れること，中学校の英
語の授業では外国語活動で学習した単語を積極的
に使い，外国語活動と同じ活動内容を発展させる
授業を行うことで，小学校と中学校で学びのつな
がりがもてると考える。学びのつながりがもてる
ことで，直山(2010)が述べている，生徒が「小学
校でやったことが役に立っている」と感じること
のできる授業ができるのではないだろう泊、
②指導過程
本単元は全4時間扱いとし， 1時間目の授業を
構想する。中学校との学びのつながりをもたせる
ために本時では，自由， 00鉛book， piano， b凶，岬，
曲0田，g1obe， g1ove，包xtbook，c叩の10個の単語を扱
うことにする。また，物の一部を拡大した絵や写
真を見て何であるかを考える活動を取り入れる。
指導過程は以下の通りである。
a)インタピュー
b)絵カードを用いた導入
c)ポインティングゲーム
d)読み聞かせ
e)振り返り
a)授業の始めに，これまでの学びを生かしたイ
ンタビューを行う。児童はあいさつ，物の数え方，
好きなもの，アルファベッ トを学習している。あ
いさつとクラスの仲間に何が好きか尋ねる活動を
毎時開設定する。学習プリントを配布し，活動を
記録できるようにする。児童同士がコミュニケー
ションする場を作り，これまでの学びを繰り返す
ことで表現に慣れ親しむことができるようにする。
b)導入では，これまで学習した単語の絵カード
を使用する。アルファベットを見せながら‘明hat
alpbabet let回マ"と質問したり，既習単語の絵カード
を見せながら‘'whatfiuit?"や'what甲α11"と質問
する。その後，ある物の一部の絵カードや写真を
見せ，‘明hat's血包?"という質問を通して，本時に
扱う新しい単語を導入していく。いくつか提示し
たら「先生がどんな質問をしているかわかりまし
たか。みんなが知っている単語がでてきましたね。」
とwbatの存在に気付かせながら，‘明ha白血回"
の意味を確認する。 この時， ある物についてそれ
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が何であるか尋ねられた時の答え方も確認する。
これまでの学びが今回の新しい学習につながって
いるということを意識させる。
c)ベアでポインティングゲームを行う。 Hi，
戸'ends!1 p. 28-29を使い，指さしながら‘'What's
也泊?"と尋ね，相手がそれを答える活動を設定し，
‘明加印刷s?"の尋ね方々替え方に親しむ。
d) B，伽"，Bear Blm仰 BearfJi加tdo}切伽?とい
う絵本の読み聞かせを行う。この絵本では wbat
が使われており，たくさんの動物や色が出てくる。
楽しみながら動物や色に触れることができ.wbat 
という言葉に慣れ親しめると考える。
e)授業の振り返りを行う。振り返りをプリント
に毎時間振り返りを記入し，児童に日々の成長や
学びのつながりを意識させる。
5 到達点と課題
アンケート調査から山形県の外国語活動の現
状と課題を知ることができた。また，外国語活動
を学級担任が指導することの意味を確認すること
ができた。外国語活動の授業構想を通して，小学
校と中学校の閉じ単元で，どのような単語や表現，
そして活動が取り入れてられているかを分析し，
共通したものを外国語活動に取り入れることで中
学校との学びのつながりがもてるととを見通すと
とができた。
今回は外国語活動の授業の構想段階である。今
後は構想した授業の実践・考察を行い，研究を深
めたい。また，第5学年の初期の英語学習や他の
単元についても授業を考えていきたい。
引用・参考文献
Benesse教育研究開発センター「第2回小学校英
語に関する基本調査(教員調査うJ.2010 
文書師ヰ学省『平成20年関了 小学校学習指導要領
解説外国語活動編J.東洋館出版， 2008 
同『平成20年指T中学校学習指導要領解説外
国語活動編~，開隆堂. 20佃
佐藤静香(2014)r英語教育における小中連携ー小
学校外国語活動の授業づくり視点からー，W山
形大学大学院教職実践研究科年報~，第 5 号，
pp.236-239 
渡遁智(2012)r聞かれた学校経営に向けたミドル
リーダーの役割ー外国語活動を基軸とした小
中の連携構築に向けて -J， W山形大学大学院教
職実践研究科年報J，第3号，p. 204-211 
